
  

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

～未来にたくましく生きる人をめざして～ 

■明朗で気力にあふれた心豊かな人 

■健康でたくましい体を鍛える人  

■意欲的に学び、自ら実践する人 

令和７年５月２８日（水）発行  No.２発行者 校長 大和 洋一 

 

 

校長 大和 洋一 
標題にある各学年の行事が５月３０日に実施する１年生の遠足を皮切りに、６月４日～６日３年生の修学

旅行、６月１２日～１３日２年生の宿泊研修が行われます。今、各学年の生徒たちは行事の成功を願いつつ、
一人ひとりが自らの役割と、責任を持ち合わせて、取り組みが終盤にさしかかっております。各学年で作成
した“しおり”の一項に、校長あるいは団長の言葉を掲載させていただきました。そこに、各々の行事での
目的に向けて、活動に参加する子供たちに身に付けてほしい資質や能力、情意面での豊かさにつながること
への期待と思いを込めて書き記しました。 
※各学年の“しおり”から一部を抜粋します。 
 
【1 年生「遠足に向けて～新たな仲間と活動の目的を果たそう～」】[校長] 
この遠足の目的に～「①自然とのふれあいから得ること②集団生活でのマナーや規律ある態度を身に付け

ること③集団の中の一人としての役割を自覚すること④学級・学年の仲間同士や先生方との信頼関係を築く
こと」と遠足の意義が示されています。４月に入学してから２ヶ月がたとうとしていますが、中学校生活に
も少しずつ慣れてきたところで行われる学年行事「遠足」は、学校でのいつもの学習とは違い、学校を離れ、
春採公園までの往復の道のり、地域の良さや新たな発見を求めながら、歩くことの楽しさを味わう。そして
春採公園で計画された取り組みを自分たちでお互いに協力しながら行うことで仲間意識を強め、これからの
学校生活に生かすことのできる活動となることでしょう。…(中略)「本番までに取り組んできた過程にも、
大きな意義がある」ということを振り返りながら、「大いに楽しみ」「目的を果たすことのできる」、遠足
になることを願っております。 
“仲間一人ひとりの良さを発見し、かかわりをもてる遠足に！” 
 
【2 年生「宿泊研修に向けて―「主体性」を鍛える二日間―」】[団長：教頭] 
皆さんがこれまで事前の準備を重ねてきた 1 泊 2 日の宿泊研修がいよいよ始まります。この研修は、単

なる旅行ではありません。阿寒湖の自然とのふれあいは、普段の学校生活では気づきにくい自然の偉大さと
美しさを教えてくれます。阿寒の森や湖畔での体験は、皆さんに自然を大切にする心を育み、新たな視点を
与えてくれるでしょう。また、アイヌ民族の人々の歴史や文化に触れることは、ふるさとの多様な背景を知
り、異なる価値観を尊重する態度を養います。これらは、皆さんがこれからの社会で生きる上での大きな財
産となります。１泊 2 日の集団生活では、マナーや規律、仲間との協力も学びます。一人ひとりが集団の一
員として役割を果たすことで、主体性や責任感が鍛えられることでしょう。…(中略)宿泊研修は、皆さんが
自分自身と向き合い、仲間と共に学びを深める絶好のチャンスです。先生方の指示を待つのではなく、この
「しおり」に書かれてあることを「原則」として守りながら、「主体性」を発揮して、自ら学び、自ら感じ、
自ら行動してください。…(中略)２日間の宿泊研修を終えた後皆さんの心に深く刻まれる、かけがえのない
思い出となることを心から願っています。 

 
【3 年生「修学旅行に向けて」】[団長：校長] 
…(前略)旅行に向けての取り組み期間中は、自分の役割や、その責任を果たそうと積極的に取り組むこと

ができたでしょうか。きっと、学年や学級としてのチーム意識と課題を持ち、仲間と協力・協働しながら良
い活動を目指し、最善を尽くした活動だったのではないかと思います。さて出発となりますが、旅行中は当
然にして時間が限られ、一人ひとりの課題意識と行動力が求められます。そこで、「楽しく」「充実した学
びの旅」になることを願い、心がけてほしいことがあります。集団生活や、個人が何らかの成果を得る心が
けとして、「時を守り、場を清め、礼を尽くす」の三つの行いが大切だと言われます。旅行中で言えば、決
められた時間を守り、身のまわりをきれいに掃除し、挨拶やマナーをしっかりすることができれば「旅行は
快適に、充実したものに」また、自らのモチベーションを高め、仲間（社会）からの信頼を寄せ、結束をよ
り深める大切な行動であると言うことです。ぜひ、この三つの行い、「当たり前のことを当たり前にできる」
ことを軸にして、チームで、最高の仲間たちと最高の思い出をつくり、心に残る修学旅行になることを期待
しています。       
“前を向き、進化を目指し、やり遂げよう！” 

 

 



令和 7 年度青陵中 PTA 役員（敬称略） 
PTA 総会（書面開催）にて、以下の役員の皆

様が承認されました。 

 
会長  古谷 淳一 
副会長 栗林 周次  髙橋 菜実 
    大内 綾香  前田 貴史 
監査  鶴嘴 生美  髙野 有耶 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 予 定 行 事 

1 日  

2 月 教育相談 

3 火 教育相談 

4 水 修学旅行① 1 年キャリアシンポジウム 

5 木 修学旅行② 

6 金 修学旅行③  フィールド学生来校 

７ 土 少年の主張釧路市大会 

８ 日 中体連体操 

9 月  

10 火  

11 水  

12 木 宿泊研修① 

13 金 宿泊研修② 

14 土 中体連（野球） 

15 日 中体連（野球） 

16 月 部活動写真撮影  

17 火      

18 水 職員会議（体育祭） 

19 木 前期中間テスト  

20 金 職員会議（7 月行事） 

21 土 中体連（陸上･ソフトテニス・卓球・野球予備日） 

22 日 中体連（陸上･ソフトテニス・卓球・柔道） 

23 月 朝会 

24 火    

25 水 2 年高校説明会 

26 木  

27 金   

28 土 
中体連（バスケットボール・サッカー・バドミ

ントン・ソフトテニス予備日） 

29 日 
中体連（バスケットボール・サッカー・バドミ

ントン） 

30 月  

  １年遠足  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月８日（木）５時間目に第２回 ISSY 集会が実

施されました。今回は、前半が生徒会の総会で、

令和６年度生徒会決算、令和７年度予算、書記局

提案が承認されました。学校全体の意見として、

生活のきまりの改正に関する複数の要望に対し

て、書記局は検討して提案するという答弁をしま

した。後半は、書記局からの発問「いじっておけ

ば楽しいという声についてどう思う」「友達と話

す時にどんなことに気を使えばいいと思う」につ

いて、１～３年生の縦割りグループに分かれて議

論し、各グループの代表者が全体発表を行いまし

た。主体的に議論に参加し、自分の意見を述べる

姿勢が全体的に見られ、大変有意義な集会となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２５日（金）に、国際ソロプチミスト協会釧

路アミティの方々が来校し、S クラブ認証式が

開催されました。本校のボランティア部メンバ

ー２０名が参加し、認証を受けました。生徒を代

表して石原心遙さんが、S クラブの会員として

ボランティア活動に一層取り組んでいく決意を

立派に表明していました。 


